
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たばこまち 学校の教育目標 

進んで学び合う子 

互いに思いやる子 

体をきたえる子 
青森市立莨町小学校 学校だより 第３号 平成３０年６月２２日 

７月の行事予定   
日 月 火 水 木 金 土  

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日  

 
第 1回漢字計算 
チャレンジ 

全校朝会 
国際交流員来校 
清掃週間 

 

読み聞かせ（全校） 
委員会 
職員会議 

地域クリーン作戦  

 

８日 ９日 １０日 １１日 １２日 １３日 １４日  

 第 2回参観日 全校朝会 
引落日 

全校なわとび検定 
クラブ 

スクールカウンセラ
ー来校 

大掃除 
 

 

１５日 １６日 １７日 １８日 １９日 ２０日 ２１日  

 海の日 
修学旅行（６年） 

 
修学旅行（６年） 
国際交流員来校 

修学旅行（６年） 
５時間授業 
（３～５年） 

１学期終業式 
学区巡回 

 

 

２２日 ２３日 ◇夏休み ７月２１日（土）～８月２４日（木）  ◇地域防災訓練       
（７月２１日（土）から 青柳公園でラジオ体操     ９月２日（日）９：００から

毎朝６：３０スタート） ※夏休み中と８月の予定は次号で 

莨小 
 バザー 

夏季休業 
保護者面談 
 （～３１日） 

 

あきらめず 全力出した 莨小っ子 大運動会終了 

５月２７日（日）、今年度の大運動会が無事終了いたしました。今回の

スローガンは「あきらめず 全力出そう 莨小っ子」でしたが、５０人の

莨小っ子、一人一人が、自分の力を存分に発揮してくれました。 

応援ありがとうございました。 

 

新聞コーナー 

                                                                 校長 福 士 博 司 

 本校に「新聞コーナー」があります。 

 ２年前から新聞を購入し、コーナーを設置して児童が自由に新聞を読めるようにしています。児童が

新聞を読み、興味をもったり気になったりした新聞記事についての感想を準備した用紙に自由に書いて

もらいます。その用紙を私が受け取り、校長室前に設置したコルクボードに掲示し、全校に紹介すると

いう仕組みのコーナーです。 

 始めた目的は、 

 ①世の中の動静を児童に知ってもらうこと 

 ②新聞に興味をもってもらうこと 

 ③早い時期から新聞を読むこと通して文章に慣れ親しんでもらうこと 

でした。多少難しい漢字や表現については教職員や上級生など周りの人 

に尋ね、いろいろなことを知るきっかけになるはずという期待も込めら    （感想の掲示板） 

れています。 

 ３年目の今年度も、各学年の児童が新聞を読み、感想を記入した用紙を持ってきており、６月２０日

現在で９２枚が掲示されました。感想の内容や関心を持った記事の内容は学年・発達段階によってさま

ざま違いがありますが、感想の内容を読むと、記事について児童一人一人の思ったこと・感じたことが

精一杯表現されており、その児童の興味・関心が手に取るようにわかります。 

 この前入学したばかりの小学１年生の男の子も挑戦をし始め、先日から切り抜いた新聞記事と感想を

持ってきています。１年生ながらたいしたもので、感想もしっかりと書いています。２回目に出したも

のを紹介します。 
 

            「６月１６日の『つゆのあいま いやしのたいれつ』 

（青森・沖館川 カルガモ）    

どようびの、しむらどうぶつえんで カモのおやこをみました。カラスにお

そわれたりして、とてもかわいそうだとおもいました。おそわれたりしないと

いいなとおもいました。ぼくは、これから おとうさんと さんないに みに

いきます。」 

（１年生の感想用紙） 

沖館川を泳ぐカモガモの親子の写真が添えられた「梅雨の晴れ間癒しの隊列」の新聞記事でした。こ

の１年生はお母さんに漢字を読んでもらい、見たテレビ番組と新聞記事を関連させて感じたことを記入

用紙いっぱいに書いていました。新聞の漢字には自分で書いたふりがなでいっぱいでした。知らないこ

とを知ろうとする熱意と、カルガモの親子がカラスに襲われたりしないでという願いと思いやりが感じ

られるものでした。 

 また、一昨年度、当時２年生だった男子児童が１週間に数回のペースで５１枚、３年生となった昨年

度は同児童が７８枚を提出し掲示されました。この頑張りは本人の学ぶ基盤となり、さらなる向学心に

つながっていくことでしょう。子どもにとって、ちょっとした興味・関心がその子自身を育てるきっか

けとなります。知らなかったことを積極的に知ろうとする莨小っ子一人一人の将来が楽しみです。 

目指せ 名人 
６月８日、今年度１回目のなわ

とび検定がありました。このなわ
とび検定は、莨町小学校の伝統
で、これまでも、いろいろな紙面
で広く紹介されてきました。 
子どもたちはみんな進級を目

指し真剣に取り組んでいました。 

生麦、生米、生卵 
６月１９日の児童集会は

放送委員会の発表でした。
発表では、毎日の放送内容
の紹介と日頃練習している
早口言葉の披露をしてくれ
ました。 

地域には宝がいっぱい 
６月２０日、１・２年生は生活科

の学習で、学区探検に出かけま
した。３つのコースに分かれ、花
屋さんや豆腐屋さん等を見学し
ました。子どもたちは、地域にあ
る宝物に気づいたことでしょう。 

非行防止は任せて 
６月１９日、リトルジャンプチーム

の委嘱状交付式に、我が校から６年
の計画委員３人が参加しました。ジ
ャンプチームは非行防止のボランテ
ィアのことで、挨拶運動などを通して
非行防止を訴えてます。 

ちゃんとみがけているかな 
６月４日、４・５年生が歯みがき大会に

参加しました。歯みがき大会は、ライオ
ンが主催して全国一斉に行われるもの
で、歯を磨くことの大切さを考える機会
として取り組んでいます。 

６年生は陸上競技場へ 
６月２０日、６年生は陸上競

技場へ体育の校外学習を行
いました。来週は、体育デー
です。競技場で走る機会は滅
多に無いことから、選手だけで
なく、みんなで出かけました。 

シリーズ学校が変わる② 「授業が変わる～主体的・対話的で深い学び～」 

前回では、「特別の教科 道徳」について紹介しましたが、今回は、「授業」について紹介します。 
平成３２年度から、学校で学習する内容等を定めた新しい学習指導要領が全面実施されます。学習指導要領

は、およそ１０年に一度見直されてきました。この度の改訂では、子どもたちが未来社会を切り拓くための資
質・能力を一層確実に育成することが挙げられています。今の子どもたちが大人になるころには、現在よりさ
らに人工知能の技術が進み、また、国際化が進んでいることが予想されます。その中で、生きていくための力
が必要です。 
学校では、「何ができるようになるか」「何を学ぶか」「どのように学ぶか」が問わ 

れ、私たち教師は授業の改善が、求められています。キーワードは『アクティブ・ 
ラーニング』（主体的・対話的で深い学び）です。 
この言葉を、ニュースなどで耳にしたことがあるかも知れません。教師が一方的 

に教えるのではなく、子どもたちが主体的に問題解決に取り組み、そして、子ども 
同士が対話しながら深めていくような授業を目指していきます。 
したがって、これからは授業が変わっていくはずです。            （校内研２・３年の授業から） 


